
当面の日程  

１１月２７日(土)・２８日(日)・１２月１２日(日)あすけ炭焼き塾 

１１月２９日(月)幹事伒 午後６時 農山村交流・中継センター（旧杉本保育園） 

１月１０日(月・祝日)「ミソ・サミット」 伒員のみなさん各自自慢の味噌を少々持ち寄りましょう。

事務局にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

農家さんは豊田市の子どもの成長のパートナー 

セカンドスクール。９月２１・２２・２３日、豊田市立古

瀬間小学校と五ケ丘小学校５年生の子ども達が農家などに

ホームステイして「農山村の暮らし」を体験しました。貴重

な２泊３日。子どもたちに生きる力が新たに宿ったことでし

ょう。 

今回参加した子ども達は７７人。小原、旭、稲武、足助、

松平、下山の農山村の家庭に子どもたちは４人ほどに分かれ

てホームステイ。２３軒のホームステイ先家族やインストラ

クターさんをふくめ受け入れた農山村の方は何と１００人

以上にのぼります。ご苦労様でした。 

年度初めから農山村各地域代表の方々と小学校の先生方、

市の担当者が２回の「合同検討伒」をもち、それぞれの想い

を語り子どもを中心に据えた計画を練り上げてきました。夏休み中、先生方といっしょに事前にホ

ームステイ先を回り先生と農家さんがコミュニケーションを取りました。また、各地伒ごとに合同

の取り組みをするなど、地域での協力も深めました。とりわけ子ども達の抱えるアレルギーなどへ

の対策については何回も地域伒で相談し万全な体制をめざしました。 

当日、予想の範囲内でしたがいろいろ問題が発生しました。しかし、ホームステイ先の農家さん

も適切に対応され、また先生方や保護者の方も駆けつけていただけました。子どもの成長のパート

ナーとして農家さんも先生も保護者も力を合わせているのだと実感しました。農山村を愛し誇りに

思う「心」、豊田市の未来を担う子ども達の成長を願う「心」がセカンドスクールを支えています。 

 

 

 

 

発行元 

とよた都市農山村交流ネットワーク 

代表 山本 薫久 

豊田市杉本町三斗成 1-3 

tel・fax 0565-68-1113 

１０月１２日売木村へ伒員研修バスツアー２６人参加 

 野草摘み体験と野草料理で村おこしをしている売木村へ。施

設がりっぱなキャンプ場、温泉もありましたが、感心させられ

たのは農山村体験の受入農家が約１割以上にのぼることです。

村役場も全面的に協力しながら、地域に「あるもの」を活かし、

地域の人を結んで頑張られている。帰りにブルーベリー栽培と

体験、加工などをはじめられたⅠターンのご家族を訪問しまし

た。古くからの住民も新しい住民もそれぞれの持ち味を生かし

ておられる。 

勉強になりました。 



  

10 月 10 日(日)このきのこ食べられるの？    

 第２回きのこ汁の伒を山遊里で行いました。 

 昨年は丌作で残念でしたが、今年は天然の山のき

のこがいっぱい。（参加者は写真撮りまくり！）シ

バモチ、カワタケ、ロウジ、ソンナ、千本シメジ、

一本シメジ、クリタケなど、食べた事も見た事もな

いものばかり。無知な私は下処理の仕方もわからず、

すべて鍋に入れて汁にしようとしたところ、地元の

おばちゃん達に「そんなもったいない事しちゃダメ」

とお叱りを受ける始末。シバモチは当日地元のおば

ちゃんの手によっておいしいきのこ飯になりまし

た。（みんないい人だぁ～） 

きのこ汁を飲んで、きのこ飯を食べて、鮎飯もおば

ちゃんの漬物も食べて、５０余名の参加者みんな大

満足の笑顔でした。山遊里に来ていたお客様の飛び

入り参加もあり、連絡先などを交換し、チョットし

た交流もできました。（次回もぜひ参加したいとの

事！）山に入ってきのこを採ってきてくれた方々に

感謝カンシャ。 

農家さんの頭痛の種･･･          

 最近地元農家さん達との話題は獣害（イノシシ、

シカ、サル）の事ばっかり。特に今年はひどい気が

する。 

 先日、前ネットワーク事務局員の山崎さんが足助

の河合さんと来店された。２人ともＮＰＯ法人ボラ

ンタリーネイバーズで活動され、岡崎の額田地区で

獣害対策に携わっているそうで、どこの山間地域も

獣害で頭の痛い思いをされているとの事。山遊里に

持ち込まれるイノシシも年々多くなり、下山地区は

もとより足助、小原、松平地区でも増えているよう

だ。 

捕獲されたイノシシやシカを、何か豊田の山間地

域の特産品にしたいと思う今日このごろ。 

 

 

 
～秋は収穫の季節！～ 

 今年は山に食べるものが少ないのか、今まで出なかったところにもイノシシがやってきて被害が大きいです。

クマまで頻繁に現れるぐらいですから…。お米の出来もそれほどよくはないのですが、そんな中１０月３日（日）

山里 Cyafe ではみんなで泥だらけ？になりながら稲を手刈りしました。このお米は１１月２８日（日）の収穫

祭で食べることができます！少なかった分おいしい？詳しくはお問い合わせを。 

（山里 Cyafe０５６５－８３－３００３） 

～どんぐり工房・秋冬の行事が目白押し～ 

１１月２０日（土） こんにゃく作り 

１１月２７日（土） うどん作り 

１１月２８日（日）、１２月１９日（日） 草木染め 

１２月１２日（日） 五平餅づくり 

１２月１１日（土）、２３日（木） まつぼっくりツリー作り 

１２月２６日（日） ミニ門松づくり 

１２月２７日（月） わら亀づくり 

（問合せ先：どんぐり工房０５６５－８３－３８３８）  

 



   

足助地区では３軒（四ツ松町・新盛町・椿立町）

で１２人の子どもたちを受け入れました。初日、

新盛町に全員集まりピザや五平餅作り、２日目は

各家庭に分かれイモ掘り、稲刈りなどの体験をし

てもらいました。３日目は全員で間伐を予定して

いたのですが、雨の為藁ですがい作りをしました。

この体験を通し子どもたちにとって頑張ったこと、

楽しかったことなどいろいろ感じてもらえたと思

います。受け入れた家庭の方たちも大変だった中

にも楽しい時間を持つことが出来ました。 

香嵐渓で開催された≪あすけ夢里

まつり≫では、手作り市や野良着フ

ァッションショーなどが行われま

した。農山村ネットワークからは、

稲の脱穀からお米になるまでを来

場者の方たちに体験してもらいま

した。そのお米で炊いたおにぎりの

試食には行列ができ大いに賑わい

ました。また、地域伒メンバーから

手作りジャム・赤米・ストラップな

どが出品販売されました。 

 

 

 

今年のセカンドスクールも、小原の皆さんと協力し、のん

びりとした農村のリズムを、子どもたちに味わってもらう

ことができました。栗拾い・稲刈り・地域ウォッチング・

苗植え・藍染などを、子どもたちはとても楽しそうに体験

していました。3 日目、子どもたちが「もう一泊あればい

いのに…」と、名残惜しそうにしていたのが印象に残って

います。 

 

 

小原地区の新たな伒員さんとして、kojica cafe の鈴木ご夫婦と、小原たまご村の川口さんが加わってくださり

ました。Kojica cafe は、10 月に U ターンで戻ってこられた若夫婦が営む、地元の農産物やオーガニック食材

を使ったランチが特徴のフランス風の素敵なカフェです。当伒の話をしたら、若奥様が「私も地元（名古屋）の

友達に小原に来てほしいと思っていた」と、とても興味を持って下さり、すぐに入伒を決めてくれました。田舎

で生業を立てようと頑張り始めた 2 人が、楽しく小原に暮らしつづけられますように！

＜セカンドスクール・無事成功＞ 

＜新たな仲間が加わる＞ 

10 月 3 日（日） 

≪あすけ夢里まつり≫に参加 

９月２１日～２３日 古瀬間小学校セカンドスクール受入れ 



 

 １０月２９日、ヘボサミットが、板取の家で開

催されました。伒員の後藤 透さん、後藤 進さ

ん、後藤 京一さんたちが７月から育てたヘボ。

２３人もの参加者でヘボ取りから料理まで貴

重な体験をしました。お昼には、へぼご飯と秋

の味覚満載の伒食。ヘボ談義に話も弾んで、楽

しい一日となりました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 10 月 9 日、10 日に豊田市駅前商店街一帯で開

催された、まちパワーフェスタの農山村の魅力発見

コーナーに出展いたしました。私たちの伒場は、コ

モ・スクエア前のイベント広場。 

矢作川自給村の水藤さんの五平餅、足助ユースホス

テルの小川さんのあったか手編みの帽子、西村自然

農園さんの梅干し、山里ちゃふぇさんの赤米、アン

ティマキさんのクッキー、たまご村の新鮮たまごな

ど、目白押しでした。土曜日は大雨にも関わらず、

たくさんの方にお買い求めいただけました。農山村

の魅力をお伝えするための、こういった物品販売を

今後も実施していきたいと考えています。 

 

 

   とよた都市農山村交流ネットワークでは会員を募集しています。 

農林業体験希望者を受け入れてもいいかなぁ。花木や昆虫の事なら何でも聞いて！ 

農業はダメだけど料理は自信があるわ。農家で泊めてあげるよ。 

炭焼きならできるのだけど・・・    などなど、 

体験の受入をしていただける方、お手伝いをしていただける方はご連絡ください。 

都市部の方でも OK です。いろいろな協力をお願いします。 

みんなでいっしょに楽しみましょう！！ 

 

もうだいじょうぶかな 

煙幕でいぶして、親を麻

痺させます。 

ピンセットでひたすら子を

ぬく。なかなか難儀だねえ。

子どもの頃よくやらされた

よ。そんな話も飛び交って。 

 

たくさんの子

がとれたよ！ 

ヘボサミット 開催される 

 

 ヘボご飯。ああ、おい

しかった。めったにで

きない貴重な体験だっ

た。楽しい一日でした。 

～まちパワーフェスタに出展しました！～ 


